
54

英
語
に
関
わ
る
仕
事
は
、
国
際
業
務
に
携

わ
る
行
政
機
関
か
ら
、
航
空
会
社
や
商
社
、

海
外
と
取
引
の
あ
る
飲
食
業
や
英
語
教
育
と

い
っ
た
分
野
ま
で
実
に
さ
ま
ざ
ま
。
中
に
は
、

国
際
的
な
研
究
機
関
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
で
働
く

と
い
う
選
択
肢
も
あ
る
。

独
立
行
政
法
人

海
洋
研
究
開
発
機
構

（JA
M
S
T
E
C

）の
岡
田
紗
代
子
さ
ん
も
そ
の

一
人
。JA

M
S
T
E
C

は
世
界
一
深
く
潜
る
こ

と
が
で
き
る
有
人
潜
水
調
査
船「
し
ん
か
い
６

５
０
０
」な
ど
を
有
す
る
海
洋
調
査
研
究
機

関
。
彼
女
は
国
際
課
で
海
外
の
関
連
機
関
と

の
共
同
研
究
の
業
務
進
行
サ
ポ
ー
ト
や
各
国

の
研
究
者
や
政
府
関
係
者
が
視
察
に
来
た
際

の
調
整
役
を
任
さ
れ
て
い
る
。

海
外
と
の
や
り
と
り
は
E
メ
ー
ル
が
中
心
。

一
日
中
、
英
文
メ
ー
ル
と
格
闘
す
る
日
も
あ

る
の
だ
と
か
。

「
現
在
、
入
社
２
年
目
。
実
務
を
通
し
て
懸

命
に
ビ
ジ
ネ
ス
英
語
を
覚
え
て
い
る
状
態
で

す
。
職
場
に
は
海
外
の
大
学
院
を
出
た
先
輩

も
い
る
の
で
、
メ
ー
ル
送
信
前
に
添
削
し
て
も

ら
っ
た
り
も
し
ま
す
。
ま
た
、
海
外
の
パ
ー
ト
ナ

ー
と
共
同
研
究
を
進
め
る
際
、
ル
ー
ル
に
つ
い

て
定
め
た
覚
書
の
作
成
も
手
伝
う
の
で
す
が
、

こ
れ
が
難
し
い
！

法
律
用
語
独
特
の
い
い
回

し
が
分
か
ら
な
く
て
、
一
つ
ひ
と
つ
辞
書
で
調

べ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」

「
思
い
っ
き
り
楽
し
も
う
！
」と

留
学
中
は
ク
ラ
ブ
活
動
に
熱
中

岡
田
さ
ん
が
留
学
を
経
験
し
た
の
は
、
日

本
の
大
学
在
学
中
の
３
年
次
。
大
学
の
交
換

留
学
制
度
を
利
用
し
て
カ
ナ
ダ
・
オ
ン
タ
リ
オ

州
ク
イ
ー
ン
ズ
大
学
で
９
ヵ
月
間
、
通
常
の
講

義
を
受
講
し
た
。

メ
イ
ン
で
学
ん
だ
の
は
政
治
学
。T

O
E
F
L

の
点
数
は
ク
リ
ア
し
て
い
た
も
の
の
、い
き
な

り
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
学
生
と
同
じ
講
義
に
溶
け

込
む
の
は「
か
な
り
キ
ツ
か
っ
た
」と
い
う
。

「
私
が
派
遣
さ
れ
た
大
学
は
、
た
と
え
ば
、

政
治
学
の
授
業
を
１
つ
履
修
す
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ
週
に
大
教
室
の
講
義
１
回
、
チ
ュ
ー
タ

ー
に
よ
る
20
名
程
度
の
講
義
１
〜
２
回
を
受

講
し
ま
す
。
チ
ュ
ー
タ
ー
の
授
業
は
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
中
心
。
最
初
は
輪
に
入
れ
ず
、

『
大
変
な
と
こ
ろ
に
来
て
し
ま
っ
た
』と
思
い

ま
し
た
ね
」

そ
れ
で
も「
話
し
た
い
」と
い
う
強
い
気
持
ち

は
常
に
持
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
チ
ュ
ー
タ
ー
に

個
人
的
に
相
談
。
だ
ん
だ
ん
ディ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

中
に
話
題
を
振
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。

ま
た
、
授
業
と
並
行
し
て
、
ク
ラ
ブ
活
動
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
。
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス

に
ヨ
ガ
、
刑
務
所
の
慰
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

も
経
験
し
た
。

「
も
と
も
と『
日
本
で
は
で
き
な
い
よ
う
な

経
験
を
し
て
、
視
野
を
広
げ
た
い
』と
思
っ
て

留
学
を
決
め
た
の
で
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
は
特
に

力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
、『
ど
れ

だ
け
多
く
の
人
と
出
会
っ
て
、
ど
れ
だ
け
多
く

の
経
験
が
で
き
る
か
』。
大
学
は
田
舎
町
に
あ

っ
た
の
で
、
日
本
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
て
、

仲
間
は
各
国
の
留
学
生
と
カ
ナ
ダ
人
中
心
。

彼
ら
と
の
共
同
生
活
や
、
刑
務
所
で
の
受
刑

者
と
の
交
流
を
通
し
て
、
す
ご
く
刺
激
を
受

け
ま
し
た
」

仲
間
が
で
き
、
積
極
性
が
出
て
き
た
こ
と

で
、
ディ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
授
業
に
も
良
い
影
響

File 10

独立行政法人
海洋研究開発機構（JAMSTEC）
事業推進部国際課

岡田紗代子
Sayoko Okada

さん
（24歳）

2003.4 関西学院大学法学部法律学科入学

2005.9 交換留学制度を利用して、
カナダ、オンタリオ州クィーンズ大学で
8ヵ月間の留学を経験

2007.3 国際協力及び環境関連のNGOで
半年間のインターンシップを経験

2008.2 留学中の友人たちに会いに
ヨーロッパひとり旅。5ヵ国を巡る

2008.3 関西学院大学卒業

2008.4 独立行政法人海洋研究開発機構入社。
国際課に配属となる。現在入社2年目

企業のグローバル化が進む現在、
幅広い職種で語学力や
国際感覚が必要な会社が増えてきた。
そこで、先輩たちの
「シゴトの現場」をクローズアップ！
職場では、どんな風に留学経験が
生かされているかを聞いてみた。

C a r e e r  T a l k

留 学 が 生きるシゴト

岡田さんのCAREER STORY

海
洋
研
究
の
専
門
用
語
と
悪
戦
苦
闘
！

海
外
で
苦
難
を
乗
り
越
え
た
経
験
が

積
極
的
に
挑
戦
す
る
自
信
を
く
れ
た

来客時は、簡
単な通訳業務
も担当します

丸茂健一＝取材・文
Text by Kenichi Marumo

相築正人＝撮影
Photographs by Masahito Aitsuki
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が
出
て
き
た
。「
発
言
回
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く

な
く
て
も
い
い
か
ら
、
自
分
の
言
葉
で
自
分
な

ら
で
は
の
意
見
を
い
え
れ
ば
Ｏ
Ｋ
」と
、
何
か

が
吹
っ
切
れ
た
彼
女
の
発
言
は
、
次
第
に
注
目

を
集
め
る
よ
う
に
。
カ
ナ
ダ
人
に
な
い〝
独
自

の
視
点
〞が
存
在
意
義
を
持
っ
た
こ
と
は
、
彼

女
に
大
き
な
自
信
を
も
た
ら
し
た
。

就
職
活
動
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
国
際
的
な
舞
台
」と「
環
境
」

帰
国
後
、
就
職
活
動
を
控
え
た
岡
田
さ

ん
は
以
前
か
ら
興
味
が
あ
っ
た
国
際
協
力
及

び
環
境
関
連
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
経
験
。
①
国
際
的
な
舞
台
で
働
き
た
い

②
環
境
関
連
の
仕
事
に
携
わ
り
た
い
、
と
い
う

将
来
の
仕
事
像
も
明
確
に
な
っ
て
き
た
。

求
人
情
報
を
集
め
、
た
ど
り
着
い
た
の
が
現

在
の
職
場
。
面
接
で
は
、
も
ち
ろ
ん
留
学
中

の
ディ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
ボ
ラ
ン
ティ
ア
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
で
自
己
ア
ピ
ー
ル
を
し
た
。

「
留
学
を
通
じ
て
、
欧
米
流
の〝
個
性
と
個

性
を
ぶ
つ
け
合
っ
て
生
ま
れ
る
調
和
〞が
あ
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
は
現
在
の
仕
事

で
も
確
実
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
外

で
じ
っ
く
り
自
分
を
見
つ
め
た
こ
と
で
、『
ど
ん

欲
に
結
果
を
求
め
る
』と
い
う
自
分
の
軸
み
た

い
な
も
の
も
見
え
た
気
が
し
ま
す
。

現
在
の
職
場
に
は
海
外
派
遣
制
度
が
あ

り
、
私
の
よ
う
な
事
務
職
で
も
参
加
す
る
チ

ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
今
の
目
標
は
海
外
派
遣

を
経
験
し
て
、
さ
ら
な
る
専
門
知
識
と
英
語

ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
。
ま
ず
は
、『
こ
の

人
な
ら
海
外
経
験
を
プ
ラ
ス
に
で
き
る
』と
思

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
目
の
前
の
仕
事
に
全
力

で
取
り
組
み
ま
す
！
」。

I n f o r m a t i o n
留学ジャーナルでは、就職や
転職に関する相談を受け付
けています。留学前・留学後
はもちろん、留学中でもメール
でご相談が可能です。カウン
セリングは無料ですので、お
気軽にお問い合わせください。

キャリア相談
メールアドレス
ryugaku@ryugaku.co.jp
C0120-890-987

留学時代

WO R K

1交換留学生仲間はイタリア人、ド
イツ人など国籍は多彩! 2タップダ
ンスクラブのメンバーと一緒に 1

2

11年目でオーストラリア出張を
経験。現地の研究者と朝食ミ
ーティング 2地球深部探査
船「ちきゅう」の一般公開では大
使館対応を担当　3英文ビジ
ネス契約書大辞典、国連海洋
法条約英和対訳は必携。お気
に入りのノートに手帳、大学時
代から使っている電子辞書、携
帯電話は海外通話対応です 3

独立行政法人
海洋研究開発機構（JAMSTEC）
海洋に関する基盤的研究開発、学術研究の支援
などを行う研究機関。水深6500mまで潜れる有人
潜水調査船「しんかい6500」などを有する。毎月第
3金曜日に見学ツアーを行っている（横須賀本部）。
http://www.jamstec.go.jp/j/

午前 午後

月
メールチェック
委員会開催に向け大
学教授らと連絡調整

課内会など

火 事務作業など
省庁対応
大学教授らと連絡調整

水
海外の機関との共同
研究文案英文チェック
委員会資料作成

事務作業など
委員会開催に向けた
会場設営

木 委員会開催（議事メ
モ作成など）

海外からの要人視察
事前準備（大使館と
のメール連絡など）

金 委員会
結果概要作成

土 休日

1週間のスケジュール

日 休日

海外からの要人視察
対応

2 1

敷地内には「しんかい6500」の
レプリカも展示されている
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